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光学活性鎖状 γ-置換飽和第二級アルコール類は、様々な生理活性物質中に構成成分として含まれ

ることから、それらを立体選択的かつ効率的に構築する手法の開発は、有機合成化学において重要

課題の一つとなっている。しかし、一般に光学活性 γ-置換飽和第二級アルコール部位を構築するた
めには、複数の反応を用いて逐次的に立体化学を制御する必要があり、効率的な合成法が確立され

ているとは言えなかった。最も単純かつ効率的な光学活性鎖状 γ-置換飽和第二級アルコールの合成
法として、対応する β,β-二置換-α,β-不飽和ケトンのカルボニル基とアルケニル基を一挙に不斉水素
化する手法が考えられるが、その成功例はこれまでに報告されていない。 
ところで、当研究室では独自に開発した光学活性ルテニウム錯体がカルボニル基の不斉水素化に

対して極めて高い触媒活性を示すことを報告している 1)。今回、我々はジホスフィン配位子と、特

徴的なジアミン配位子から構成されるルテニウム錯体が、β,β-二置換-α,β-不飽和ケトンの不斉水素
化に対して優れた触媒活性を示し、光学活性鎖状 γ-置換飽和第二級アルコールを効率的に与えるこ
とを見出した。 
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